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フォローしてね！

８月６日（木）

８月７日（金）
高島町町内会

災害出前講座

　災害ボランティアコーディネーターか

ら災害現場の実情を、社協から地域での

助け合いの必要性についてお話ししまし

た。

　延べ63人が参加し、今後取り組みたい

こととして、「近所の方の顔と名前を覚

えること」「会話をする機会がもっとあ

ると良い」などの声がありました☺

　災害への備えは、防災用品だけでな

く、声が掛け合えるご近所付き合いも必

要ですね。

防災や共助の意識を

高めるために、防災委

員、組長等を対象に

２日に分けて開催！

8月５日

（水）
南町お達者クラブ

～災害出前講座・バッゴ―の体験～

　今年も「夏休みふくし体験学習」にご協

力いただき、小学生から高校生まで６人が

参加させていただきました☆

　社協の災害出前講座とレクリエーション

を行い、ふくし体験の参加者も含めた多世

代交流の場も設けることができました！

災害出前講座

　今回は「災害が起きたら私たちはどう

する？」をタイトルに実施させていただ

きました。

　30分の講話の中で「災害を知る」⇒

「困り事を知る」⇒「備える」までを

学べる講座となりました。

バッゴー体験

【地域福祉コーディネーター】鈴木 【生活支援コーディネーター】野村
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　島田市出身の中村さんは"ロービジョンフットサル"という、弱視の選手がプレー

するフットサルに取り組まれています。昨年、東海エリア初のロービジョンフットサルチーム

「FC a Luz Shizuoka（FCアルース静岡）」を立ち上げ、キャプテンとしても活躍中！

　社協との関わりは福祉教育推進事業。島田市内学校での講座や地域のイベントにて、講師として

視覚障害についての講話やロービジョンフットサルの紹介・体験を実施していただいています。

【ロービジョンフットサルをはじめたきっかけは？】

　一番に「障害があっても、やりたいことを諦めなくていい」と伝えたいです。私自身、視力の低

下により、これまで出来ていたことが出来なくなる経験をしています。一方で「LF」と出会いもう

一度大好きなサッカーを楽しむことが出来ました。「LF」をもっと多くの人に知ってもらい、障害

のある人がスポーツを始めるきっかけを作っていきたいです。

【中村さんからのメッセージ！】

【活動を通して伝えたいことは？】

　21歳で視覚障害と診断され、これまで通りの生活が困難となる中で「ロービジョンフットサル

（以下LF)」と「ブラインドサッカー（以下ブラサカ）」に出会います。当時はブラサカのみの活

動でしたが、ブラサカを通じて「LF」元代表選手と知り合ったことで、「LF」に挑戦したい気持ち

が芽生え、現在の活動に至ります。

　今後も地域の方々との関わりを大切にし「LF」や視覚障害について知ってもらう機会を作り、

「障害があってもスポーツを楽しめる」「やりたいことに挑戦できる」環境を広げていきたいで

す。チーム名の「a Luz」には光という意味が込められています。障害者スポーツの光として、

様々な人に勇気や希望を与えられるよう、チームとしても競技者としても成長していきたいです。

地域活動者情報地域活動者情報
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　児童・生徒が「地域」で福祉活動に参加する意義とは？

　

静岡大学教育学部附属島田中学校　

片岡秀征　教諭

　研修を通して、福祉活動にいきいきと参加する多くの

小・中学生の姿を見ました。地域のコミュニティに参加

することは、多世代と関われるきっかけになること、

同学年や教員との関わりだけではない、幅広い視点で学ぶ

ことができると思いました！

　島田市内各地で「地域活動の担い手を増やしたい」「若い世代にも地域福祉に関心を持ってもらい

たい」といった声が聞かれています。こうした声を受け、島田市社協では福祉教育推進事業を通し

て、子どもたちが福祉に触れる機会、多世代交流の場をつくっています。

　今回は「福祉のつどい」に講師としてご協力いただいた中村愛都さんに、お話を伺いました！

　夏休み期間中の４日間、進路指導やボランティア活動等の

重要性を認識するため、島田市社協で社会体験研修を実施

された片岡先生にインタビュー！

\プレーをする中村さん/ \7月31日「福祉のつどい」の参加者と共に/（左）
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